
20220428【領事班からのお知らせ】海外に居住される国民年金第３号被保険者の方に対す
る大切なお知らせ 
 
【ポイント】 
●国民年金第３号被保険者（健康保険や共済組合員の被扶養者として認定されている配偶
者）の要件として国内居住等の要件が追加されました。 
●これにより、海外赴任に同行する国民年金第３号被保険者は、特例要件に該当する旨を勤
務先事業所に届け出る必要があります。 
●該当される方であって、上記届出がお済みでない場合は、勤務先事業所の担当部署にご相
談の上、お手続きをお進めください。 
●特例要件に該当する旨の届出の提出がない場合には、個別に周知されることなく資格喪
失処理手続が行われることとなります。 
 
【本文】 
１ 既に所属勤務先等から案内がなされていると思いますが、令和２年４月１日に施行さ
れた医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を改正する法
律（令和元年法律第９号）により、国民年金第３号被保険者（健康保険や共済組合員の被
扶養者として認定されている配偶者）の要件として国内居住等の要件が追加されました。 
これにより、海外赴任に同行する国民年金第３号被保険者は、特例要件（※）に該当する
旨を勤務先事業所に届け出る必要があります。 
※ 特例要件 
（１）海外において留学をする学生 
（２）外国に赴任する被保険者に同行する者 
（３）観光、保養又はボランティア活動その他就労以外の目的で一時的に海外に渡航する
者 
（４）被保険者が外国に赴任している間に当該被保険者との身分関係が生じた者であっ
て、（２）と同等と認められる者 
（５）（１）～（４）のほか、渡航目的その他の事情を考慮して日本国内に生活の基盤が
あると認められる者 
 
２ 本件は所管している厚生労働省によりますと、日本年金機構において、住民基本台帳
の個人番号情報に基づいて、令和２年４月以降に国外転出した方を確認する事務処理を開
始しており、この結果、海外居住が確認された国民年金第３号被保険者について、特例要
件に該当する旨の届出（第３号被保険者関係届）の提出がない場合には、個別に周知され
ることなく資格喪失処理手続が行われることとなります。 
 



３ つきましては、該当される方であって、上記届出がお済みでない場合は、勤務先事業
所の担当部署にご相談の上、お手続きをお進めくださいますようご連絡いたします。 
※ 手続きの詳細はこちらからも確認いただけます。 
（日本年金機構ＨＰ）
https://www.nenkin.go.jp/service/kounen/tekiyo/hihokensha1/kyojuyoken.html 
 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
※この情報は、在留届、及び「たびレジ（本登録）」に登録されたメールアドレスに自動
的に配信されております。「たびレジ」簡易登録された方で、メールの配信を変更・停止
されたい場合は、以下のURL から停止手続きをお願いいたします。 
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/delete 
※災害や騒乱等が発生した際、ご家族、ご友人、同僚を守るため、一人でも多くの方に安
全対策に関する情報が届くよう、在留届（3か月以上の滞在）の届出、又はたびレジ（3
か月未満の滞在）の登録を、お知り合いの方や出張者・旅行者にご案内いただけますよう
お願いいたします 
 
（問い合わせ窓口） 
○在セブ日本国総領事館 
 住所：8th Floor, 2Quad Building, Cardinal Rosales Avenue, Cebu Business Park, Cebu 
City, Philippines  
 電話：（市外局番 032）231-7321  
 FAX：（市外局番 032）231-6843 
 ホームページ： https://www.cebu.ph.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html 
 
 


